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京大東アジアセンターニュースレター   第 495号   







〇 続・多国籍中小企業奮戦記 ： バングラデシュ編  
〇 ベトナム縫製工場視察 雑記 
〇 上海街角インタビュー ⑦ 
○ 【中国経済最新統計】 
東アジア人材採用のための会社説明会 
日時:2013 年 12 月 4 日(水) 11 時～15 時 
会場:みずほホール(法経東館地下) 
 












②希望する会社（複数可能）の説明会が始まる 5 分前までに会場横の廊下に集合ください。 
③履歴書は、参加を希望する会社数分を御用意ください｡ 






















12 月 4 日(水) 
























■京都会場  2013 年 12 月 7 日(土) 13 時 
     京都大学百周年時計台記念館 2 階国際交流ホール 
 
■東京会場  2013 年 12 月 9 日(月) 13 時 






挨拶  京都大学大学院経済学研究科長 植田和弘 
  
13:30-14:30 
京都大学大学院経済学研究科 教授 塩地 洋  日系企業から見たミャンマー自動車産業(仮題 以下同) 
  
14:30-15:00 
鹿児島県立短期大学 講師  山本 肇  自動車産業－政策･発展史･今後の展望 
  
15:15-15:45 







住友商事 自動車リテイルファイナンス事業部 木村 将裕 金融事情と販売金融現況 
  
16:15-16:45 




      
17:15-18:45 
懇親会  参加費 2000 円(協力会会員は無料) 
司会 京都大学経済学部特任教授/東アジア経済研究センター協力会理事 宇野輝 
開会挨拶 京都大学東アジア経済研究副センター長/京都大学経済学部准教授 矢野剛 


























                                                             小島正憲 
 


































た。W さんと通訳の K くんに付き添われ、救急車で市内中心部の病院に向かうことになった。不思議なことにそのとき、
めまいで眼はまったく開けず、体は注射のせいか動かすことができなかったが、耳だけはよく聞こえた。日本人駐在







































































して食事・運動療法を徹底して行い、半年後、体重は 6kg 減、糖尿病の目安である HA１c を５．８まで下げることに成
功し、血圧は常時１２０／７０ほどに落ち着かせることができるようになった。 

























































































































































                                                                  以上 
************************************************************************************************ 













































































































   ただ、北方ではお酒が飲めた方が親しくなりやすいのは確かなようで、私の中国人の友人には酒が飲め
ないと北方ビジネスではハンディになると言われた。ただし、日本人は大きな誤解をしていると教えてく
れた。「中国人にとってお酒は今も昔も人間関係の潤滑油であるとともに、人柄を測る道具でもある。同じ












































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2            
10 月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11 月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12 月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012 年             





2 月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3 月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4 月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5 月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6 月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7 月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8 月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9 月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10 月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11 月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12 月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013 年             
1 月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 
2 月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 
3 月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4 月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5 月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6 月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10 月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
